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2005年の厚労省の歯科疾患実態調査では,25
歳以上の80%が歯周病に罹患 してい ることが明
らかになり,歯周病予防を考 えないで,歯 を残 し





病」 とい う概念か ら,生活習慣を改善することに
より病気の発症や進行が予防できる「生活習慣病」
という疾患に改め られ ました。他には癌や心疾患,
脳血管疾患,肥 満,高 血圧,高 脂血症,糖 尿病が
それに含まれました。そして,さ らに各分野で研
究 がな され ると,こ れ らの疾患が互いに作用 し









糖尿病,冠 状動脈疾患,心 疾患,肥 満,早 期低体








なくな りましたが合併症が問題視 され,歯 周病は




解ってきて,糖 尿病患者の歯石 を除去 し刷掃指導












色体内に組み込み,宿 主細胞内で ウイルス粒子 を
複製 します。 しか し,様々な転写因子 に結合する
酵素 「ピス トン脱 アセチル化酵素(HDAC)」に
よりその複製は抑制 されるため,長 期間免疫細胞
に潜伏感染す るようにな ります。HIVの複製が開




共 に,歯 周病細菌が産生す る酪酸 により,こ の







が高いことを指摘 し,口腔ケアの重要性 を提言 し
ています。
さらに,癌 においても抗癌剤の影響で正常な細
胞 もダメージを受けた り,唾液腺が障害 を受け唾
液量が減 り口腔内が乾燥 し,騙蝕になりやすい環
境になって しまいます。ですか ら治療の前に爾蝕
や歯周病の治療 をしておくことが不可欠であると
いわれるようになりました。
医学の進歩に伴い,全 身疾患を修飾する因子 と
して歯周病の原因菌やその炎症反応で生 じるサイ
トカインが注 目されています。今後さらに科学的
に研究が進み,歯 周病が人の生命 を脅かす疾患で
あることが明らかになり,歯周医学が多方面 に広
がり,学 問として構築 されていくと考えています。
